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や さ し さ が  安 全 つ な ぐ  三 重 の 道 

～ 歩 行 者 の  ハ ン ド サ イ ン は  赤 信 号 ～ 

車内で全身を強打することも！ 
仮に時速 60㎞で進んでいる車が壁に衝

突した場合、高さ 14ｍのビルから落ちる

のと同じ衝撃を受けると言われています。 

三重県内のシートベルト着用状況 

（自動車乗車中（R5中）） 

 負傷者数 死者数 

着 用  2,701人   12人 

非着用      80人    9人 

不 明 7人    6人 

※  死者の非着用者９人のうち７人は、着用して 

いれば命は助かったと推定される。 

衝突時に車外放出されやすい！ 
車外に放出されると体を路面に強く打ち

つけてしまったり、後続車にひかれる危険

性あり、致死率が高くなります。 

時速４０キロで車が衝突したとき、その車に乗っ

ている子どもは体重の３０倍もの力で投げ出される

可能性があります。 

10㎏の子どもを抱っこしていた場合、約 300㎏の 

衝撃が腕にかかることになり、大人の腕でも支えるこ 

とは不可能です。 

抱っこでは支えきれません！ 

Ｑ＆Ａ 

６歳になったら、 

チャイルドシートは

卒業していいの？ 

６歳を過ぎてシートベルトが正しい位置で使用できるのは身長

が 1４０ｃｍを過ぎてからです。法律では６歳になればチャイルド

シートは卒業ですが、身長が足りなければシートベルトを正しく使

うことはできません。それまでの間、子どもの安全を確保するに

は、ジュニアシート（学童用シート）にのせてあげてください。 

１０㎏ 

３０倍

の力 
× ＝ 

約 300 ㎏の 

負担がかかる  

お相撲さん２人分 ≪例えば≫ 

肩のベルトは、

鎖骨の中央部分

を通るように 

ベルトはねじれな

いように平面で体

につける 

腰のべルトは腹

部にかからない

ように骨盤の位

置をまくように 

バックルはカチッ

と音がするまで差

し込む 

後部座席を含めた全ての座席で！ 


